
防災教育研修機構 

311 いのちを守る教育研修機構 

 

311 ゼミナール        担当：武田 真一 特任教授・小田 隆史 准教授 

 

【 311 を見つめる、自主ゼミを開講します。 】 

あなたにとって「311」は、どんな存在ですか。 

宮教大の学生として、いろんな体験や思いを、心に抱いているあなたへ。 

そのモヤモヤを、みんなで見つめる場所、つくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちに、何ができるのか。何を知るべきなのか。 

あなたの「311」から、私たちの「311」に。 

そのエネルギーがゆるやかにつながり、世界を少しでも変える力になりますように。 

 

  日程： 月２回程度（木／金のいずれか・参加者と相談します） 

 場所： 防災教育研修機構 １F 学生ミーティング室  

  キックオフ MTG  4/25(木)・26(金) 12:15～（昼食持参可）  

連絡先： 022-214-3296・i18078@students.miyakyo-u.ac.jp（高見） 

2019 年 4月 

スタート！ 

体験の共有 
未来をつくる 

震災を知る 

思いを寄せる 

311 ゼミナール 

復興 

伝承 

防災 

防災教育 

震災遺構 
コミュニティ形成 

復興五輪 

まずはキックオフ MTG へ 

お気軽にお越しください！ 

お待ちしております♪ 

発信！ 



防災教育研修機構 

311 いのちを守る教育研修機構 

ってどんな場所？ 

 

 

★旧「防災教育未来づくり総合研究センター」が 

今年４月 リニューアルしました！ 

28：萩朋会館  ８：2 号館  11：5 号館 

１：管理棟  ３：図書館    ２：防災教育研究機構 

 

  311 ゼミナール アドバイザー： 

 特任教授 武田 真一先生 

 

1959 年 宮城県栗原市生まれ。 

1981 年 河北新報社入社。報道部、福島総局、東京支社編集部、盛岡総局等に勤務し、

2009 年から 12 年まで報道部長。東日本大震災時の取材部門の責任者として、震災翌

日の新聞を通常通り発行するなど地元紙としての使命を果たすことに関わった。 

編集局次長、論説副委員長を経て、2016 年より防災・教育室長、2019 年本学着任。 

防災・教育室は、震災伝承と防災啓発を専任で担当する新設部署で、巡回ワークショ

ップ「むずび塾」開催などを通して「いのちと地域を守る」誓いの発信を続けている。 

2015 年 4 月に発足した産学官民・報道機関の連携組織「みやぎ防災・減災円卓会議」

（90 団体登録）の世話人としても活動し、被災地初の教訓伝承や防災啓発の強化に 

取り組んでいる。 
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